
172

泌 尿紀要鼠3巻2号

昭湘42年2月.

パ ン ア ミ ンD2の 使 用 経 験

東北大学医学部泌尿器科学教室(主 任:宍 戸仙太郎教授)

助 教 授 土 田 正 義

大学院学生 菅 原 博 厚

研究 生 木 村 行 雄

     USE OF "PANAMINE D2" IN PATIENTS UNDERGONE 

               UROLOGICAL OPERATIONS 

             Seigi TSUCHIDA, Hiroatsu SUGAHARA and Yukio KIMURA 

        From the Department of Urology, Tohoku University Faculty of Medicine 

                   (Director : Prof. S. Shishito, M. D.) 

   "Panamine D2" was administered at the dosage of around 500 ml daily to 10 patients who 

were undergone urological operations. Results of laboratory examinations done after its use 

for 1 week were compared to that obtained before the administration. 

   1) Use of the drug resulted in an increase of total serum protein level, an improvement 

of A-G ratio and increases of red blood cell count and hemoglobin content. 

   2) No harmful effect was observed on renal functions. 

   3) Favorable effects were seen on inprovement of general condition and cure of the 

operated wound. 

   4) No noticeable side effect possibly due to "Panamine  D2" was encountered.

1は じ め に

近年 各分 野におけ る手術 的療法 の進歩は著 し

く,そ の適応 は ます ます拡大 され,安 全性 も次

第 に増 加 してい るが,こ れ ら手術成績 の向上 に

麻酔,輸 血,輸 液 の進歩 が大 いに貢献 している

ことはい うまで もない.し か し,泌 尿器科領域

におけ る手術患者 には,腎 機能不全者,高 令者

が多 く,特 に術前,術 後 の適正 な輸液,電 解質

のバ ランスの保持 につ とめなければ な らない.

と ころが最近,輸 血 に関 して血清肝炎 の発生,

そ の他種 々の問題が指摘 され,こ れ に代わ る も

の として代用血漿の使用が多 く行 なわれ る よう

になった.

代 用血 漿には種 々の製剤が あるが,Plasma

Expanderと し てClinicalDextranの 優秀 性

が立証 され1L手 術時,術 後に喪失 す る循環血

液 の代用 として広 く用い られてい る.こ の際,

ClinicalDextranだ け では蛋 白窒 素を補給で き

ないが,ア ミノ酸補液 を併 用すれば蛋 白補給源

として充分役立つ はず であ る2}3}.こ の 考 え に

従 ってClinicalDextranに 必 須 ア ミノ酸 を配

合 した製剤が多 く造 られ てお り,私 どももこの

種 の製剤で あるパンア ミンDの 使 用経 験を報 告

した41

しか しそ の後,体 外循環 を必要 とす る手術 の

増加 とともに,ClinicalDextranに は 赤血球凝

集作用 のある ことが一部 で問 題 とされ,泌 尿器

科領域において も人工腎臓 の使用 な ど,体 外循

環を必要 とす る処置 の増加に ともない,こ の種

の問題が注 目されてい る.ま たClinicalDext-

ranは 網 内系 をはじめ,腎 に対 して もかな りの

影響 を与 え ることが,小 島5}に よ り指摘 され て

い る.

しか しこの問題に関 しては分子量30,000前 後
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のDextranを 使 用 すれば,血 液凝集 作用を防

止 でき ることが判明 し,低 分子Dextranは 尿

中への排泄 も早 く6).組 織 内への蓄積現象 は少

ない ことがわか ったη.し た が っ て 低 分 子

Dextranは 腎 機能不全 患者 の多 い,泌 尿 器科

領域に おけ る使 用に適す る もの と考 え られ る。

私 ど もは今 回大塚製 薬 か ら,こ の 低 分 子

Dextranに 必 須 ア ミ ノ酸 を加 えたパンア ミンD2

の提供 を受けた ので,そ の使用経験 を簡単 に報

告 す る.

H検 査 方 法

1)対 象;泌 尿器科的手術患者10名 を対象とした.

2)投 与方法=す ぺて点滴静注により,1日 使用量

を通常500m1前 後 として,毎 分60～70滴 の注入速度

で使用した.

皿 観 察 事 項

パンァミンD2使 用前および使用1週 間後における

血清蛋白量,赤 血球数,白 血球数,ヘ モグロビソ値,

腎機能(PSP30分 値),NPNの 変動を測定 し,合

わせて全身状態および副作用の有無についても観察し

た.

IV成

一括して表1に 示す

績

1)使 用量:500m1バ イアルを最低1本 から最高12

本まで,平 均5本 使用した.

2)血 清蛋白量:パ ソァミンD2使 用前には低蛋白

血症の例が多 く,最 低5.29/d1,平 均6・289/d1で

あったが,1週 間の使用後には1例 の不変例を除いて

全例に上昇がみられ,そ の平均値は6・809/d1と な

ったt不 変の1例 は使用量も500m11本 と少なく,

かつ術前より低蛋白血症のなかった例であった.

3)A/G比=投 与前のA/G比 は0.66と かなり低

いものもみられ,平 均すると0.88で あったが,1週 間

投与後には10例 中7例 に上昇が認められ,平 均すると

1,04と な り,こ のA/G比 の改善は,ア ルブミソ値の

上昇によるものと,グ ロブリソ値の減少によるもので

あった.

4)血 液所見:赤 血球数は使用前には中等度の貧血

を示している例が多 く,平 均値は365万 であったが,

使用後には2例 を除いてその増加がみられ・平均値は

385万 となった.

ヘ モグロビソ値はSahli氏 法によつたが,こ れは組
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織蛋白の一つの指標とな り,蛋 白欠乏時には血清蛋白

が低下する以前に,そ の低下がみられるものと考えら

れている.使 用前はかなりの低下例がみられ,平 均値

は79.7%で あ った.し か し使用1週 後には2例 を除い

た8例 において改善されており,そ の平均値は81.6%

とな った,白 血球数に関しては,著 明な変動はみられ

なかった,

5)腎 機能=腎 機能はPSP30分 値に よったが,

手術前かな り腎機能低下例がみられ,最 低14%と い う

例もあ り,平 均値は34,9%で あ った.パ ソァミソD2

使用後1～2週 間後のPSP30分 値 は,5例 におい

てわずか低下していたが,こ れは2～3%の 間の変動

であ り,と くにパンア ミンD2に よる影響とは考えら

れなかった.

6)NPN=使 用前の平均値は32.8mg/d1と やや高

値を示 したが,こ れは 尿路通過障害に よるものであ

り,玉 週間の使用によっても著明な変動はみられなか

った,た だし増加した例が6例 みられたが,こ れには

正常範囲内における増加例,お よび原病そのものによ

る上昇と考えられ,と くにパンアミソ使用によるもの

とは考えられない.

7)全 身状態:2例 を除き,体 重増加食欲充進,創

治癒促進などの好影響がみられた.全 身状態がやや不

良になった2例 は,前 立腺癌,お よび膀胱癌のかな り

高度に進展していた症例であり,パ ンア ミンD2使 用

によるものとは考えられない.

8)副 作用:悪 心,嘔 吐,発 熱,不 快感,灼 熱感,

顔面紅潮,心 悸充進,血 管痛,血 圧下降などにっいて

調べたが,パ ソアミンD2使 用によると思われる副作用

はみられなか った.

Vま と め

パソア ミンD2を1日500ml前 後使用し,使 用

前,お よび使用1週 闘後の諸検査成績について

観察 し次の結果を得た.

1)血 清蛋白量の増加,A/G比 の改善劉赤

血球数の増加,ヘ モグロビソ値の増加がみら轟

た。

2)腎 機能に対 して悪影響は認められなかっ

た.

3)全 身状態の改9創 治癒に良好な影響が

み られた.

4)パ ソァミソD2使 用によると思われる特

別な副作用は認め られなかった.

(御指導,御 校閲下さった恩師宍戸教授ζ深 く感謝

する.)

文 献

1)福 田 ら:診 と 療,39=624,1964.

2)Eiman,R.&Weiner,D.O.=J.A.M.A.,

112:796,1939.

3)杉 原:外 領,8:322,1960.

4)木 村 ら:泌 尿 紀 要,11:73、1965.

5)小 島 ら=最 新 医 学,20:453,1965.

6)Gelin,L・E・etal.:ActaChir.Scand.,

122:309,1961.

7)萱 場,白 岩=パ ソ ア ミソD2文 献 集(第1集)

1966.

(1966年9月17日 受 付)

私どもは泌尿器科手術患者10名 を対象 とし,




